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特別支援事業 事務事業評価シート

29年度(計画)

28年度(実績) 29年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

104080 特別支援事業

人づくり

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

【 事後評価 】平成 28 年度 事務事業評価シート

総合
計画

分野

会計 款 項 目

一般 10 01 03

政策 3-2 学校教育の充実
施策 3 特別支援体制の充実

目的
授業中に特別な支援を必要とする児童生徒に対する生活・学習支援や、不登校・不登校傾
向にある児童生徒への登校支援を行う。

対象
・通常学級に在籍する障がいを持つ児童生徒
・不登校（傾向）にある児童生徒　・子どもに悩みを持つ保護者

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図

支援を行うことにより一人ひとりの児童生徒が、生き生きと学校生活を送ることができ
る。 妥当である

見直し余地がある

○ふれあい共育推進
　通常学級に在籍する発達障がいのある児童生徒を支援するために推進員を配置【46人配置】
○特別支援体制の推進
　障がいのある児童生徒への教育支援体制の推進
○学校適応支援
　問題を抱える児童生徒及び保護者への教育相談や特別な支援が必要な児童生徒に関する巡廻指
導等のために、教育相談員及び生徒支援員を配置【教育相談員5名、生徒支援員7名】
○ことばの巡回指導体制の整備
　ことばの巡回指導員を4名配置し、ことばの教室設置校以外の13校全てを巡回し、ことばの指
導を行う。

有
効
性

 成果の向上余地

 事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

児童生徒の生活面の安定を図り、該当する児童生徒だけでなく周
りのすべての児童生徒が落ち着いた生活をし、生き生きとした学
校生活をおくるために必要な事業である。

 受益と負担の適正化余地 あらゆる児童生徒に義務教育の機会を与えるために実施している
事業であるので適正である。受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

　総合評価　…上記評価結果の総括

妥当でない

委託

公
平
性

・ふれあい共育推進員の研修会の実施による資質向上及び担任等との密
な連携により更なる効果が期待できる。
・学校と教育相談員、生徒支援員の連携及び各関係機関との協力により
複雑化する不登校の要因を一つでも多く解決していくことが可能であ
る。

向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

一人ひとりの対応方法や対応時間が違い、機械的に事務量等を減
らすことはできない。現在も工夫しながら最小限の人数で対応し
ていることから削減の余地はない。

15

後援・協賛 補助・助成

27年度(実績)

市民参画の有無 対象外
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

実績 8 8

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 28年度(実績)

② 巡回相談回数 回
計画 400

① 相談員対応学校数 校
計画 15

43
実績

③ ふれあい共育推進員配置数 人
計画 43

45 46

実績 595 513
400

％
0.15 0.15目標

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

0.33実績

27年度(実績)

実績 96.4

② 不登校生徒出現率（中学校） ％
目標 1.43

① 不登校児童出現率（小学校）

目標 100.0

1.43
実績 1.89 1.97

0.20

100.0

成果指標
の達成度

目標値より高い 概ね目標値どおり

③ ふれあい共育推進員配置率 ％

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

特別な支援が必要な児童生徒の増加や不登校傾向のある児童生徒の要因等の複雑化により、この
事業の継続・発展要望が学校等から出されている。ふれあい教育推進員については、各校におい
て学習・生活支援を行っており、学校、児童生徒、保護者からも感謝されている。教育相談員、
生徒支援員については、不登校児童生徒へのきめ細かな対応に大きく貢献している。

○目標値は県の不登校出現率と本市の不登校出現率の現状から設定した。
○ふれあい共育推進員は、市内各小中学校からの増員の要望が強いことから、年度途中で増員し
た。
○不登校児童生徒に対して、関係機関やスクールソーシャルワーカー及びスクールカウンセラー
等と連携して対応しているが、不登校の原因が複雑化していることから、成果指標を達成するこ
とができなかった。

○ 目標値より低い

100.0
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単位：千円

～

　 特別支援事業　60,542千円
○教育相談員、生徒支援員、就学指導委員、ことばの教室巡回指導員、
  ふれあい共育推進員　報酬 55,388千円
○教育相談員、ことばの教室巡回指導員　社会保険料 2,489千円

2,620千円
○負担金（全適連5千円、難聴言語障害教育研究会40千円）　 45千円

特別支援事業

通信運搬費127千円、自動車借上料721千円、備品費305千円）

佐々木　健一 9-30-338

平成 28 年度 事業説明資料 【 】

項

内線担当部署 部名 教育部 課名 小中学校課 担当係長

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 10 01

27年度
決算額(A)

28年度
決算額(B)

29年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

事業費
48,468 60,542 12,074

財
源
内
訳

国・県

地方債

11,074

その他 1,000 1,000

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

事業開始の背景・経緯

部経営方針における目標

事業概要

○ふれあい共育推進
　通常学級に在籍する発達障がいのある児童生徒を支援するために推進員を配置【46人配置】
○特別支援体制の推進
　障がいのある児童生徒への教育支援体制の推進
○学校適応支援
　問題を抱える児童生徒及び保護者への教育相談や特別な支援が必要な児童生徒に関する巡廻指
導等のために、教育相談員及び生徒支援員を配置【教育相談員5名、生徒支援員7名】
○ことばの巡回指導体制の整備
　ことばの巡回指導員を4名配置し、ことばの教室設置校以外の13校全てを巡回し、ことばの指
導を行う。

○ふれあい共育推進員のより効果的な配置をするために、各学校の児童生徒の更なる状況把握に
努めていく。
○教育相談員及び生徒支援員については、児童生徒への直接対応と同時に学校支援体制の構築へ
の助言や家庭への支援を行っていく。
○特別な支援が必要な児童生徒の増加及び不登校傾向にある児童生徒の抱える悩みの複雑化など
から、この事業の継続・発展要望が学校等から多く出されている。

事業説明資料

○その他経費（謝金18千円、費用弁償・旅費400千円、消耗品952千円、燃料費97千円、

夢と希望をもち、たくましく生きぬく子ども達を育む学校教育の充実

年度〕

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

104080

学校では対応しきれない不登校や問題を抱える幼児児童生徒及び発達障害のある幼児児童生徒へ
の対応を支援し、すべての幼児児童生徒が生き生きとした学校生活が送れるよう、この事業を開
始した。

一般財源 48,468 59,542

事業名

特別支援事業

事後評価

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

特別支援事業

＜ふれあい共育推進員＞
43人

各学校で直接、特別な支援が
必要な児童生徒に対し、学習
と生活への支援を行う。

＜生徒支援員＞

6→7人

各学校で直接、不登校児
童生徒及び家庭への支

援・指導を行う。

福祉総合セ

ンター等各

関係機関

特別な支援が必

要な児童生徒
不登校児童生徒

＜教育相談員＞

◆適応支援教室
「風の子ひろば」

相談員2人

○不登校にある児
童生徒に対し学習
の場を提供（出席
扱いとなるもの）

◆巡回教育相談

相談員3人

○各校を訪問して教

育相談を実施

○特別支援に係る判

定検査等の実施

○家庭訪問による教

【不適応支援】【特別支援】

＜就学指導委員会＞

特別支援学級への入級
に関する判定審査

＜専門家チーム＞
＜巡回相談チーム＞
発達障害等に伴う課題
解決に向けた相談及び
対応
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9,919千円

＜経費＞
・指導員人件費 千円 報酬(通勤割増含む）7,518千円/4人、社会保険料　1,085千円/4人　
・公用車 千円 ﾘｰｽ4台 721千円　燃料97千円
・消耗品、備品 千円 消耗品358千円∔備品140千円

特別支援事業

一般 10

事後評価28 年度事業説明資料 】

会計 款

平成

104080

事業名

特別支援事業

【

項

01

目

03

事業ｺｰﾄﾞ

事業説明資料

818
8,603

498

ことばの巡回指導事

＜ことばの巡回指導員＞
・ことばの教室設置校以外の小学校を巡回して、ことばの

指導を 行う（巡回指導希望者に対し）。
・ことばの指導の状況について、ことばの教室設置校のこ

とばの教室担当教諭に報告するとともに、指導の指示を受
ける。

ことばの教室設置校

＜ことばの教室担当教諭＞
・ことばの教室設置校区の小学校のことばの検査を行う。
・ことばの教室設置校在籍児童のことばの指導を行う。
・ことばの教室設置校以外の学校に在籍する児童で、ことばの
教室設置校での指導を希望する児童の指導を行う。

・ことばの巡回指導を希望する児童の指導計画を立案し、こと
ばの巡回指導員へ指導の指示を出す。

指示

報告

【目的】

ことばの教室設置校以外の学校の児童が、自校でことばの指導を受けることが

できる体制を整備する。

ことばの教室設置校以外の小学校

（公用車で移動）

巡回指導

ことばの検査実施

【巡回指導対象校（ことばの教室設置校以外の小学校） 13校】

石鳥谷小学校区・大迫小学校区（新堀小・八幡小・八重畑小、内川目小、亀ケ森小） 1名

花巻小学校区（南城小、湯本小、矢沢小、宮野目小） 2名

若葉小学校区（湯口小、太田小、笹間第一小、笹間第二小） 1名

＊桜台小学校には、花巻小学校のことばの教室担当教諭が巡回指導を行う。

【ことばの教室設置校 ５校】

花巻小学校（2教室）、若葉小学校、石鳥谷小学校

大迫小学校、東和小学校ことばの教室設置校を拠点にして


